
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

           オープンハウスとスクールトリップ 

  ４月２５日、小学部 2年を皮切りに、３年ぶりに保護者の方に教室にお招きし、対面の形

で授業参観をしていただきました。その後、英語科のオープンハウスなども行われ、複数回子

どもたちの学習する姿をみていただいています。いつにもまして、背筋を伸

ばし友の発言に聞き入る姿、手を伸ばし自分の思いを発言する姿は微笑まし

いものでした。インパーソンで観ていただき本当に良かったと思います。 

 さて、オープンハウスでは本校英語科の取り組みについて、英語部より説

明させていただきました。本校の英語の取り組みは二つの視点があります。

一つ目は、単に英語を話すだけのツールとして扱うのではなく、英語を通し

てグローバル人材を育成するという視点です。異文化理解、人間関係調整能

力、日本文化を発信できる力、多面的・多角的に物事を見る力がそれにあた

ります。二つ目は、文法を含めた英語の総合的な力を育成するところにあります。具体的には、年３回設定してい

る英検に資する力を高めることを目標にしています。日本に帰国したあと、それぞれの人生を歩む上で、役に立つ

力をめざしています。また、保護者の皆様からいただいた貴重な意見は改善していきたいと考えています。 

 ４月２８日から２泊３日の日程で、マサチューセッツ州ボストン方面への中学部の修学旅行を行いました。本校

の修学旅行の特徴は、３日間日本人ガイドについていただけるところにあります。ご承知のとおりマサチューセッ

ツ州は、アメリカ合衆国の歴史を体現する場所です。清教徒を中心としたメイフラワー号による移民開始は、マサ

チューセッツ州プリマスが舞台です。プリマスプランテーションとプリマス

パタクセットは、当時の移民とネイティブアメリカンの生活を知る貴重な場

所です。その後のボストン茶会事件、ボストン虐殺事件は独立戦争の契機と

なります。伝令ポール・リビアの真夜中の疾駆やベンジャミン・フランクリ

ン、ジョン・ハンコックやサミュエル・アダムズの建国へ向けての活躍は、

全てのアメリカ人が愛し、知っている話です。ここは、ハーバード大学や

MIT(マサチューセッツ工科大学)、バークリー音楽大学などを擁する学術文

化研究都市でもあります。ロブスターやクラムチャウダーなどの海産物に舌

鼓を打つのも、ボストンならではの魅力です。 

 今年４月 1日付で内閣府のワーキンググループから、次のような目標が発表されました。「Society5.0の実現に

向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（案）」では、「子どもの学ぶワクワク感、教科の学びが自分の設定

した課題の解決に活きているという実感、自分の学びを自分で調整する力をどう育むのか、『好き』や『夢中』を

手放さない学びの実現」これらがこれからさらに大切になると提言しています。本校はこれらの力を育ませたいと

考えています。 
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  コロナ感染が始まって以来、初めての対面授業参観が行われました。子ども達も先生方も、久しぶりの 

 対面授業に、良い意味でとても緊張していました。そんな中でしたが、子ども達が真剣に学ぶ姿をご覧い 

 ただけたと思います。日々、こつこつと努力している姿は、見ていてとても気持ちが良いですし、美しい 

 と思います。

本校の強みである「英語」の授業をご覧いただきました。現地で産まれ育っている子から、日本から 

  来たばかりで、まったく英語が分からない子まで、子ども達の英語力は様々です。どの子にも合った学習内 

  容を提供し、楽しみながら英語力を付けていけるように、英語科の先生方が知恵を出し合って、日々改善、 

  工夫しています。 

   日本では、５年生から英文の読み書きが少しずつ始まりますが、本校では、１年生がもう ABCを書き始 

  めています。ひらがなの 50音と同じように学習しているので、とても驚きました。 

  
 

 

 



日 月 火 水 木 金 土
1

全校朝会
運動会全体練習➀

2 3 4

第1回英検1次 6 7
学校生活アンケート

8
運動会全体練習➁

執行部会➁

9 10
運動会前々日練習

11

12

運動会

13

振替休日

14

個人懇談➀

15

個人懇談➁

幼：避難訓練

16

個人懇談③

17

個人懇談④
幼：警察官来園

18

19 20

juneteenth day off

21

個人懇談⑤

22

個人懇談➅

定期テスト➀１日目

年少親子ピクニック

23

定期テスト➀２日目

年中親子ピクニック

24

定期テスト➀３日目

年長親子ピクニック

25

26 27

幼:個人懇談開始

28

州知事予備選挙

学校運営委員会➁

29 30

幼:誕生日会



 


